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“声を失ったパーソナリティ”が
ラジオ番組を継続



２０１２年に設立
ALSなどの神経難病や重度障害により

コミュニケーションに困難を抱える方の

意思伝達支援を目的に活動しています

２０１６年には医療的ケアの必要な

重度心身障害児のための

放課後デイばおばぶを開設

ＮＰＯ法人 iCareほっかいどうとは

活動範囲は北海道全域



iCareほっかいどうの活動原点

出会う方で、声を残したいと考えている人は少なくありません。それぞれの方の思いに寄り添
うために、声を残す取り組みを２０１４年から始めました。

自分の声で話したい人の思いは、人それぞれに深い理由があります。

ＡＬＳになったお母さんが、いつまでも自分の声で子供に話しかけられるように、とか、喉頭
がんで喉頭摘出をした医師が職場に立ち続けるために、とか。

自分たちは音声技術者ではありませんが、その方の思いに寄り添える、近い位置にいます。

２０１６年にボイスターに出会ったことをきっかけにヒューマンテクノシステムさんとのトラ
イアル収録を始めました。

活動の原点は、コミュニケーションが取れなくなった方の機器による
コミュニケーション支援です。上肢下肢の自由が奪われ、声を出せ
ず、意思疎通が出来なくなった、なりつつある方の意思疎通を支えるこ
とが大きな目的です。



自分の声ソフトウェア 『ボイスター』とは

◆自由な文字列を 自分の声で読み上げてくれる
キーボードから自由な文章入力ができる

◆その人らしさを声を介して伝える
自分の声を想起させる合成音生成にこだわりがある

◆日本語を話せる方であれば 誰の声でも作成できる
静かな環境で半日程度の時間で録音する

その人らしさの再現とは…

声質だけでなく口調や雰囲気まで再現 ・・・ 「アイデンティティ」の維持
声を失われる喉頭摘出やALSの方へ提供 ・・・ 「第二の自分の声」として



◆札幌市西区 三角山放送局
• 理念「いっしょに、ね」。 広く市民が参加。

◆ラジオパーソナリティ 米沢和也氏
・ALS患者『ALSのたわごと』担当

http://www.sankakuyama.co.jp/contents/2017/03/22/005342.php

・病気の進行に伴う人工呼吸器装着 ⇒ 気管切開により声を失う

・手術前に音声収録 ⇒ ボイスターを作成

・手術後、視線入力ソフトと組合せて日常生活での会話に利用

・自らのラジオ番組を継続（2015.6～2020.10）

◆アシスタント 佐藤美由紀
・番組内、あ・うんの呼吸で、米沢氏をサポート

気管切開したALS患者によるラジオ番組

ALSのたわごとのご紹介



自分の声を再現するソフトウェア

「ボイスター」との出会いが人生を１８０度変えた

ヒューマンテクノシステム
渡辺聡 氏



番組制作の流れ

・次回の構想

・原稿を作成

原稿を使って、
自分のタイミングで発声

実時間で文字入力発声

対話

アシスタント

編集（ほぼ何もしない）

収録時

収録後

準備

スタジオ

病院や施設の自室



動画抜き



その後、番組は順調に進んでいったが、

ラジオへの思いを残しつつ
２０２０年７月２７日急逝



米沢さんが遺した足跡は世界のALS患者に大きな影響を与えた



2021年1月から
ラジオ「ALSのたわごと」はカタチを変えて、第2幕へ

◆三角山放送局「ALSのたわごと」FM76.2MHz

＜インターネット・スマートフォンでも聴取可能＞

◆土曜リレーエッセイ 毎月第4土曜日13時～14時

◆第1回目の放送は、米沢さんの奥様の米沢晴美さんと、生前
から親交のあった岐阜の恩田さんがゲスト出演。

◆毎回、患者さんや支援者などをゲストに招いている。

◆米沢さんが遺してくれた番組を、みんなでタスキを繋いでい
る。



大平まゆみさんの事例

◆プロフィール
• バイオリニスト。２１年以上に渡り札幌交響楽団コンサートマスタを
務める

• ２０１９年にＡＬＳであることを公表。過去のラジオ出演時の音声か
らボイスターを作成し、各種メッセージの発信に利用している

◆ラジオ番組「From My Heart」 ・・・・・・・ ※Podcastによる番組
• AIR-G「朝クラ」のスピンオフ番組
• 毎回テーマの異なる数分間の音声メッセージを「自分の声」で放送
• ２０２１年２月から放送開始。これまで１３回放送されている。



既存音声を利用したボイスター製作

発話 読み上げ 自発的

ﾃｷｽﾄ 設計された原稿 自由度は高い

表情 概ね一様 バリエーション多い

ボイスター
製作工程

ソフトウェア
♪ムカシ
ムカシ、
アルトコ
ロニ

「昔々ある所に…」

専用の原稿を読み上げて
音声収録を行う

ラジオ番組出演時の高品質な収録音声を、
局が保存してくれていた

通常

今回
今回通常

（のボイスター製作の流れ）



大平さんの『第二幕』

AirG 朝クラ

『FromMyHeart（フロムマイハート）』

放送原稿は、大平さんが意思伝達装
置TCスキャンを使い視線で操作し
て執筆しています



•受賞のメッセージ

元札幌交響楽団コンサートマスタ

大平まゆみさん 道新文化賞受賞

2020年〇月〇日



ＡＬＳのラジオパーソナリティー「よねざわかずや」氏とは



Special Thanks
米沢和也さん(ALS患者・故人)
米沢晴美さん(米沢さんの奥様)
大平まゆみさん(ALS患者・バイオリニスト)

資料提供 高山秀毅さん(FM AirG)
音声編集 渡辺聡さん(ヒューマンテクノシステム）

渡辺道子さん(ボンボズ)
写真提供 日本ALS協会 青木さん

動画編集 鴨崎有里(iCareほっかいどうボランティア)
助言 蛸島八重子(iCareほっかいどうボランティア)


